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 ついで，エルウッドの言説、空間像の表現としてのパース、実際の空間の 3 相のもとにするプ





















を明らかにする第 1 章，エルウッドの建築思想の考察を行う第 2 章，エルウッドの建築作品につ
いて架構形式に着目した意匠論的考察を行う第 3 章・第 4 章・第 5 章，エルウッドの空間像に着
目した第 6 章，さらに代表的な作品の事例的検証を行う第 7 章，さらに論文全体を取りまとめた
結章の，計 9 章からなる．	 
	 序章では，研究の目的と方法，その構成と概要を述べる．	 
	 第 1 章の「エルウッドとロス・アンゼルス近代建築の一般的考察」は，第 2 章から第 7 章で展
開される考察の枠組みを提示するものであり，第 2 次世界大戦前後のアメリカ西海岸の建築の移
行と既往研究におけるエルウッド像の把握するものである．	 




	 第 3 章の「平面構成の類型とその移行に関する考察」は，エルウッドの独立住宅作品を対象と
し，彼が実現した住宅 38 作品の中から，意匠的特質をふまえ，分析資料の踏査から分析資料の完






成」，これらの 4 項目を分析することでエルウッドの平面構成の類型と経年的移行を明らかにする．	 
















	 第 6 章の「CSHP におけるエルウッドの空間像」は，エルウッドの言説，空間像の表現としての
パース，実際の空間の 3 相のもと，プロセスとしての建築空間の生成の下に CSH#16〜#18 の特質
をみる.	 CSH#16〜#18 について，彼の言説と実現した空間おのおのの分析を，パース表現の分析
との相互関係のもとに，その特質が空間像としていかに表出されていたのかを明らかにする．	 







表	 0-1	 分析対象作品（竣工年順に記載）	 
記号	 竣工年	 作品名	 記号	 竣工年	 作品名	 
[E01]	 1948	 Lappin	 House（ラッピン邸）	 [E15]	 1956	 House	 in	 Sherman	 Oaks（シャーマン邸）	 
[E02]	 1949	 Epstein	 House（エプスタイン邸）	 [E16]	 1956	 Kuderna	 House（クデルナ邸）	 
[E03]	 1950	 Zimmerman	 House（ツィンマーマン邸）	 [E17]	 1957	 Hunt	 House（ハント邸）	 
[E04]	 1950	 Broughton	 House（ブロートン邸）	 [E18]	 1958	 Smith	 House（スミス邸）	 
[E05]	 1951	 Heller	 House（ヘラー邸）	 [E19]	 1958	 Case	 Study	 House＃18	 
[E06]	 1951	 Hale	 House（ヘール邸）	 [E20]	 1959	 Korsen	 House（コーズン邸）	 
[E07]	 1953	 Case	 Study	 House＃16	 [E21]	 1961	 Daphne	 House（ダフニ邸）	 
[E08]	 1952	 Zack	 House（ザック邸）	 [E22]	 1962	 Rosen	 House（ローズン邸）	 
[E09]	 1953	 Johnson	 House（ジョンソン邸）	 [E23]	 1965	 Moore	 House（ムーア邸）	 
[E10]	 1953	 First	 Pierson	 House（ピアソン邸）	 [E24]	 1965	 Kubly	 House（クブリー邸）	 
[E11]	 1954	 Andersen	 House（アンデルセン邸）	 [E25]	 1968	 Goldman	 House（ゴールドマン邸）	 
[E12]	 1956	 Case	 Study	 House＃17	 [E26]	 1969	 Palevsky	 House（パレブスキー邸）	 
[E13]	 1956	 Carlson	 House（カールソン邸）	 [E27]	 1970	 Kawahara	 House（カワハラ邸）	 
































図 0-1	 [E03]	 Zimmerman	 House 
図 0-3	 [E06]	 Hale	 House 図 0-4	 [E07]	 Case	 Study	 House	 #16 
図 0-2	 [E04]	 Broughton	 House 
図 0-5	 [E08]	 Zack	 House 図 0-6	 [E09]	 Johnson	 House 
































図 0-11	 [E17]	 Hunt	 House 
図 0-14	 [E22]	 Rosen	 House 
図 0-15	 [E23]	 Moore	 House 図 0-16	 [E24]	 Kubly	 House 
図 0-10	 [E16]	 Kuderna	 House 図 0-9	 [E15]	 House	 in	 Sherman	 Oaks 
図 0-12	 [E19]	 Case	 Study	 House	 #18 




































	 	 １−１−１	 第二次世界大戦前後におけるロス・アンゼルスの近代建築の展開 ・・・・・・11	 
	 	 １−１−２	 規格化住宅の系譜 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17	 























































る 5．	 	 









イル」が再び取り入れられるようになる．特に，ネフ(Wallace	 Edwin	 Neff)，ワースター(William	 
Wilson	 Wurster)がこの方法でデザインし，20 年代から 30 年代と人気のある様式となる．ワース
ターはこのような様式を受け継ぎながらも独自の形態を作っていった．マンフォード(Lewis	 
Munford)はこの後に展開されるアメリカ西海岸の近代主義建築と，伝統的要素と地域性を対応さ
せていく様式を総称して「ベイ・リージョン・スタイル」と呼んだ 6．	 	 



















図 1-3	 ライト「バーンスダール邸」	 
 
図 1-2	 ギル「ドッジ邸」	 
 
 13 
ゼルスにおいてみられる．そのデザインの潮流は 1930 年代に入っても，デヴィッドソン(Julius	 





























図 1-5	 ノイトラ「ロヴェル邸」	 
































	 40 年代後期と 50 年代前期では，ソリアー
図 1-6	 ソリアーノ「ロス邸」	 
図 1-7	 エイン「ダンスムーア・アパートメント」	 



































	 	 Architects	 were	 encouraged	 to	 experiment	 with	 forms	 and	 materials.	 10	 



























































図 1-9	 イームズ「イームズ自邸（CSH#8）」	 
 
図 1-10	 ソリアーノ「CSH#1950）」	 
図 1-11	 エルウッド「CSH#16」」	 
 18 
	 ヨーロッパでは，	 住宅を一般に公開展示をするデモンストレーショが行われ，コルビュジェ(Le	 




































Lloyd	 Wright,	 1867-1959)が，1901 年に設計した「多くの部屋を持つ小住宅」が掲載され，メデ
ィアを通して，建築家のデザインによる実験的な住宅作品が登場し，建築家によって住宅改良運
動が取り上げられるようになる．	 




































1933 年から 34 年にかけてシカゴ世界博が開催され，大量生産に適した多くの近代感覚のモデ





















図 1-15	 シンドラー「シンドラー自邸」	 
 















































ARCHITECTURE』13では，	 1945 年代から 50 年代中頃までに広がった「ベイ・リージョン・スタイ
ル」を取り上げているが，ヴィンセント・スカーリー（Vincent	 Scully）の『アメリカの建築と
アーバニズム』14の「アメリカ・ニュー・バウハウス」との比較を引用しているに過ぎない．	 


























	 1970 年代では，スカーリーによる『アメリカ住宅論』19は，CSHP やエルウッドについての記述
はない.また，フィフェン（Marcus	 Whiffen）による『AMERICAN	 ARCHITECTURE	 Volume	 2:1860-1976』
19では，「14	 Two	 Giant	 Tree	 :	 Followers	 of	 Mies」では，ミースとライトを扱っており，ミース
の後継者として，東部のジョンソンと西部のエルウッドについて述べている．特にエルウッドに
関しては南カリフォルニアを中心にシンプルで，エレガントな多くの軽量鉄骨造の作品を創出し
ていると述べている．さらに，ハンドリン（David	 P.	 Handlin）による『AMERICAN	 ARCHITECTURE』




近代建築通史にはあたらないが，また，ヘイヤー（Paul	 Heyer）による『Architects	 on	 
Architecture』21 には，カリフォルニアにおける近代主義建築の発展について書かれており，ソ
リアーノとエルウッドについて経年的に作品を紹介しながら述べられている．フランプトンによ
る『AMERICAN	 MASTERWORKS	 THE	 TWENTIETH	 CENTURY	 HOUSE』22では，｢BLUEPRINTS	 FOR	 MODERN	 LIVING	 :	 
THE	 AMERICAN	 HOUSE	 AND	 THE	 PAX	 AMERICAN	 1945-1965｣という章で，イームズ，ミース，フィリ
ップ･ジョンソン，ムーア，エルウッドを挙げており，作品としては	 イームズは自邸を，エルウ
ッドは CSH＃16 が掲載されている．デル・アップトン（Dell	 Upton）による『Architecture	 in	 the	 






















アの建築案内」の中でバンハム（Reyner	 Banham）の『Los	 Angeles	 	 The	 Architecture	 of	 Four	 
Ecologies』26をとりあげ，カリフォルニアの「インターナショナル・スタイル」はドイツ語圏か
らの移住者であるシンドラーやノイトラによって，確立されたと述べている．	 	 









1990 年代では，スティール（James	 Steele）による『Los	 Angeles	 Architecture	 The	 Contemporary	 
Condition』28 には，｢CHAPTER	 Ⅲ	 The	 Case	 Study	 House	 Program	 :’The	 Style	 That	 Nearly’	 
revisited｣という章でノイトラのロヴェル邸が，ソリアーノらの目指すモデルとなり，｢A&A｣にお
いて CSHP が展開されたと記述している．ついで，ジャクソン（Neil	 Jackson）による『The	 Modern	 
Steel	 House』29 では「The	 Modern	 Steel	 House	 in	 America」という章で，「A&A」誌のなかに掲
載された住宅作品について記述し，40 年代ではイームズやソリアーノ，50 年代ではエルウッドと
コーニッグの＜CSH＞を取り上げている．また，60 年代と 70 年代において，エルウッドの＜CSH
＞以外の作品が取り上げらている．ついで，フォード（Edward	 R.Ford）による『The	 Details	 of	 






曖昧性と活力を与えることを追求していたとし，CSH#17 は H 型鋼を用いることでミースの透明性
を獲得したが，	 CSH＃18 は透明性を喪失したが部材の標準化による経済性を追求したと述べてい










に，エルウッドに関しては CSH#16,#17,#18 の 3 作品を取り上げている．	 	 
1980 年では，ロス・アンゼルス現代美術館(以下 MOCA)のキュレーターであるエリザベス・スミ
ス(Elizabeth	 A.	 T.	 Smith)が企画運営した〈ケース・スタディ・ハウス〉の回顧展が開催された．
｢CSH＃4｣と｢CSH＃22｣の，2件の住宅のモックアップや当時の生活用品なども集めた展示であった．
 26 
この展示と併せて出版されたのが，『Blueprints	 for	 Modern	 Living:	 History	 and	 Legacy	 of	 the	 
Case	 Study	 Houses』32	 (以下ブループリント)である．この著書の中で，エリザベス・スミスとア
メリア・ジョーンズによる｢THE	 THIRTY-SIX	 CASE	 STUDY	 PROJECTS｣という章では，36 の全ての CSHP
に関する詳細な記述を行っている．また，バンハムは［Klarheit，Ehrlichkeit，Einfachkeit…and	 
Wit	 Too!，The	 Case	 Study	 House	 in	 the	 World’s	 Eyes］において，CSHP がもたらした影響の
進展について一般的な解釈を行い，その後，世界的に展開することとなるハイテック・スタイル




1990 年では，ゴールドスタイン編による『arts	 &	 architecture	 The	 Entenza	 Years』34は「A&A」
のエンテンザが編集者として力を発揮した 1943 年から 1959 年の間に「A&A」に掲載された項を集
めた書物である．その中で．エルウッドについては，コートヤードアパートが写真とともに掲載
されている．	 
1994 年のレスリー・ジャクソンによる『‘contemporary’』35は 1950 年代の建築，インテリア，
家具などのについて取りまとめたものであるが，その中では「A&A」が〈CSH〉を扱ったものであ
ると紹介され，イームズやエルウッド，コーニッグなどの作品が取り上げられている．	 




2011 年にロス・アンゼルスのカウンティ美術館で企画された「California	 Design,	 1930-1965:	 
"Living	 in	 a	 Modern	 Way"」と題して展覧会が行われ，家具や陶芸，グラフィックや建築，テキ
スタイル等に関する研究成果の発表が行われた．展覧会のカタログとして「California	 Design,	 









雑誌『SD』の 1984年 5月号において渡辺真理によるマッコイへのインタビューの内容である 38．
その中で，マッコイはノイトラやシンドラーといった世代の活動とその終焉を述べ，<CSHP>では
ソリアーノ，第 2 グループとしてエルウッドやコーニッグのことが取り上げられている．	 	 
1993 年に，雑誌『住宅建築』で著した岸和朗は，｢住宅というプロブレマティーク｣39という題
で執筆しており，近代における住宅のあり方や都市との関係，〈CSHP〉の概要について述べている．
さらに，彼が訪れた〈CSHP〉として，イームズの CSH#8 やエルウッドの CSH#16，コーニッグの CSH










意義があると述べている．さらに，キリングワースはイームズの CSH#8 やエルウッドの CSH#16，
コーニッグの CSH#22 を高く評価している．	 


























バフによる〈ケース・スタディ・ハウス〉＃20 を中心に述べている 45．	 
2000 年 10 月の『a+u』の特集号「20 世紀のモダン・ハウス：理想の実現Ⅱ」46では，ケン・タ
ダシ・オオシマによる序論「単純さ/多様性—モダン・ハウス 1950-1975」の中で，〈CSH〉の建築
家であるイームズやエルウッド，コーンッグの携帯と構造的秩序はミースの影響であると述べて
いる．また，コーニッグの CSH#22 が写真と図面で紹介されている．	 
2008 年 1 月に出版された『GA	 HOUSE	 101 号』の「海外特集」る 47では，エリザベス・A・T・ス
ミスによる「ロサンゼルスのケース・スタディ・ハウス」の中で，〈CSH〉の概要や意義が述べら





書籍 48や重要性に注視した作品集 49がある．ついで，2000 年代では,ジャクソンによるエルウッ
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CSH プログラム(以下，CSHP)に参加し CSH＃16 を含む 3 作品やスミス邸(1958)，コーズン邸(1959)等，




創出し，1992 年に死去するまでに 58 件の独立住宅を計画した(図 2-1)．	 	 
	 




料 1	 や雑誌「Arts	 &	 Architecture」における作品解説 2	 から言説の抽出を行った(表 2-1).これらの資
料から，エルウッドの建築に対する言説や，自身の建築や空間，さらに具体的な方針や手法にいたる








表 2-1	 分析対象資料	 
No	 題名	 所在	 発表年月	 形式	 No	 題名	 所在	 発表年月	 形式	 
01	 On	 Form	 and	 Function	 archive	 1955-57	 講義録	 05	 New	 Dimensions	 archive	 1968.04	 講演	 
02	 
The	 Machine	 and	 
Architecture	 
archive	 1958.06	 論文	 06	 On	 Decoration	 archive	 	 講義録	 
03	 Nonsensualism	 archive	 1960	 講演	 07	 
The	 Future	 of	 
Architecture	 archive	 	 講義録	 
04	 New	 Dimensions	 	 1966	 論文	 08	 Arts	 &	 Architecture	 	 1949-66	 雑誌	 
表 2-2	 言説・主題・項目の抽出例 
No	 抽出した言説	 抽出した主題	 項目	 
1-1	 









Thus	 the	 substance	 of	 architecture	 is	 
















A	 successful	 building	 must	 satisfy	 
all	 utilitarian,	 practical,	 
economical	 and	 regional	 
requirements,	 but	 this	 alone	 does	 not	 
make	 successful	 architecture:	 form	 
as	 the	 factual	 product	 of	 function	 is	 















Form	 is	 rooted	 in	 structure	 and	 plan,	 
which	 evolve	 from,	 or	 adjust	 to,	 the	 
function	 they	 are	 to	 render,	 
regardless	 of	 whether	 form	 or	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表 2-3	 資料ごとの主題の項目とその分布	 
 38 
２−３	 建築思想における概念構造	 































































































































ッドのアーカイブによる資料収集により調査を行った．また,	 2001 年 12 月と 2014 年 9 月
に現地調査による写真や実測により収集した.	 
2 筆者の調べた限り，国内に A&A 全巻を収蔵しているところがなかったため，南カリフォルニ
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以下の 4 点とした．①敷地形状と配置の特徴，②玄関から公室空間 2の構成，③公室空間と私室














































































表 3-1	 敷地形状と断面構成 
 






























































































































	 玄関とリビング等を含む公室空間,寝室等の私室空間の関係について整理したものが表 3-4 で
ある．玄関から公室を通過して私室に至る<公室通過(13 件)>，玄関から<公室通過>に加え直接私


































表 3-4	 玄関と公室・私室の関係	 
































図 3-4	 玄関と公室空間の類型	 
表 3-6	 玄関と公室空間の眺望の関係	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 玄関と公室における眺望について，玄関から公室の眺望がある< 可視(12 件)>，眺望が少しあ



































	 公室空間と私室空間の関係を整理したものが表 3-7 である．公室と私室が隣り合う<隣接(16
件)>があり，このうち 1 件は一部立体的に分離する<別階>の構成である．廊下や浴室等のボリュ




















に独立して配置する<独立>が(9 件)あり，そのうち建具がない構成が(7 件)である．50 年代前半
は面的要素を<延長>する構成とし，60 年代ではボリュームを<独立>する構成とする場合が多い．	 
	 これらにより，「公室空間と私室空間の平面計画による形式」と「分節の構成による形式」の相
































表 3-8	 公室空間と私室空間の構成	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３−４−３.公室空間と私室空間の眺望	 
	 公室と私室の眺望関係を整理したものが表 3-9 である．公室と私室の眺望が同じ方向にある<
同等(9 件)>，公室と私室の眺望が同じ方向に，かつ私室の眺望が独立した方向にある<同等私室
独立(16 件)>，公室と私室の眺望が独立した方向にある<独立(3 件)>がある．公室と私室の眺望関


























表 3-9	 公室空間と私室空間における眺望の構成	 




















	 公室空間の中心である居間と壁との関係を整理したものが表 3-10 である．3 面の壁に囲まれる
<3 面(8 件)>，直角に交差する壁に囲まれる<2 面(直角)(6 件)>，対角する壁に囲まれる<2 面(対
角)(7 件)>，壁に１面のみ接する<1 面(7 件)>がある．これらの経年的移行をみると,50 年代は<3
面>または<2 面(直角)>の壁に囲まれ，比較的閉じた空間であるが，［E07］のように居間を囲む壁









表 3-10	 居間と壁の関係	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３−５−２.居間とダイニングの関係	 






























































表 3-12	 居間とキッチンの関係	 


















	 7 作品の抽出については，50 年代として，[E06]Hale	 house,	 [E07]CSH#16,	 [E11]Andersen	 House，
50 年代後半から 60 年代前半として[E18]Smith	 house,	 60 年代として[E22]Rosen	 House,	 
[E24]Kubly	 House,	 [E26]	 Palvsky	 House とする．以下では，内外部空間の構成と立面における









(1)外部空間について，[E06],	 [E07],	 [E11]の 3 つの住宅作品では，敷地境界を明確にもうけ，
敷地境界の反対側に外部空間を配置している.このようにより，明確にプライバシーを確保した外
部空間を創出している特徴がある.[E18]は，ロスアンゼルスに特有の斜面地に建てられた住宅で	 
図 3-6	 公室空間の類型例	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 エルウッドの空間構成は，50 年から 70 年までに大きく 2 つに分類することができる．50 年代
ではリビングの延長とする外部空間をアウトドアリビングと位置付け，壁や庇といった構成材を
外部空間に延長し，かつ床を内外で同一レベルとすることで視覚的にも領域的にも内外空間の連
続性を創出している．ついで，60 年代では建物のボリュームを地盤面より 1m 程度持ち上げ外周
部を全面開口とし，かつ内部空間を外壁に接しないボリュームで分節することで均質な空間とな
 66 
り，内外空間の視覚的な連続性を創出している．また，それらの分類はさらに 2 つに細分できる．	 
	 これらからエルウッドの「開放性」の移行は，50 年代では面的要素の伸縮による視覚かつ領域
































































ッドのアーカイブによる資料収集により調査を行った．また,	 2001 年 12 月と 2014 年 9 月
に現地調査による写真や実測により収集した.	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 エルウッドの独立住宅から大規模施設にいたる建築作品の特徴は,主に鉄骨を用いた架構形式 1	 
を重んじた空間を創出しているところにある．これに関し，彼は以下のように述べている．	 
	  
	  	 Structure	 is	 the	 only	 clear	 principle.	 2 






	 	 Structure	 through	 technology	 is	 the	 only	 means	 to	 valid	 form.	 Materials	 and	 methods	 	 	 
	 	 will	 certainly	 change,	 but	 the	 rules	 must	 be	 timeless.4	 
	 	 技術を通じた構造が正当な形態への唯一の手段である．材料や方法は常に変化するが，法則	 	 







































	 表 4-1 は分析対象作品の構造や各種の仕上といった空間構成材を整理したものである．以下で
はこの表に基づき分析を行う．	 






	 Nature	 is	 simple,	 but	 unfortunately	 it	 does	 not	 simplify.	 It	 is	 up	 to	 us	 to	 search	 for	 	 	 
	 	 this	 simplicity,	 to	 express	 logic	 and	 clarity,	 and	 to	 understand	 structure.	 13	 
	 自然は単純である．しかし残念なことに，それは単純化しない．この単純さを求め，論理と明	 





（1）柱：＜鉄骨＞が 25 件，＜木＞が 3 件である．＜鉄骨＞の形状は正方形が 5 件，長方形が 4
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表 4-1	 エルウッドの住宅建築における空間構成材	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件，H 型が 15 件である．＜木＞の形状は正方形が 2 件，長方形が 1 件である．また，柱の大きさ
をみると，正方形の柱は主に《2.5 インチ×2.5 インチ》（以下，柱梁の大きさはインチ表記とし
単位は省略する）《2×2》《4×4》，長方形の柱は《3×6》，H 型の柱は《4×4》《6×6》である．エ
ルウッドは，50 年代は[E06]のように《4×4》の H 型の＜鉄骨＞や[E11]のように《3×6》の＜木
＞を用い，外部空間に面する開口部では素材に関わらず柱をサッシュと同色とすることにより柱
の存在感を消している．60 年代は[E21]のように柱を《6×6》の H 型の＜鉄骨＞や[E24]のように
正方形の＜木＞を用い，柱とサッシュを差別化することで明確に柱を表出させる構成へと移行し
ている．	 
（2）梁：＜鉄骨＞が 15 件，＜木＞が 13 件である．また，＜鉄骨＞の形状は,長方形が 4 件，I






が 15 件，[E23]のように柱梁を＜木＞とする木造が 3 件である．経年的移行をみると，50 年代前
半は柱を《4×4》の H 型の＜鉄骨＞，梁を＜木＞とする混構造となり，内部空間に梁を表出させ


















（1）外壁の仕上材：仕上材の組合せは 1 種類のみが 9 件，2 種類が 18 件,	 3 種類が 1 件である．
1 種類のみの作品は，＜プラスター＞が 6 件，＜ガラス＞が 2 件，＜木＞が 1 件である．外壁が
＜ガラス＞のみは，[E27]のように全周を＜ガラス＞とする作品である．2 種類の組合せは，＜プ
ラスター+木＞が 6 件，＜プラスター+レンガ＞が 4 件，＜ガラス+レンガ＞が 4 件,	 ＜ガラス+木
＞が 1 件，＜ガラス+石＞が 1 件，＜レンガ+木＞が 2 件である．3 種類の組合せは，＜ガラス+石






















図 4-3	 外部仕上材	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４−２−３.内部仕上材（図 4−4,図 4−5）	 
（1）天井の仕上材：＜プラスター＞が 14 件，＜木＞が 12 件，＜プレート＞が 1 件である．天井
を屋外に延長している作品は 13 件あり，このうち＜プラスター＞が 3 件，＜木＞が 10 件である．
天井は屋外に延長しない＜プラスター＞，または屋外に延長する＜木＞とすることが多い．経年
的移行をみると，50 年代前半までは＜プラスター＞のみの単調な仕上とし，屋内から屋外に天井





（2）内壁の仕上材：＜プラスター＞のみが 8 件，2 種類の組合せが 16 件，3 種類の組合せが 3 件
である．2 種類以上の組合せをみると，＜プラスター+木＞が 9 件，＜プラスター+レンガ＞が 4














図 4-4	 天井の仕上材	 

























	 Man	 has	 always	 decorated	 his	 structures,	 and	 there	 is	 a	 need	 for	 integrated	 decoration.15	 





	 I	 say	 rhythmic	 because	 rhythm	 is	 the	 fundamental	 in	 all	 design,	 whether	 natural	 or	 	 
	 	 man-made.17	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が 15 件，＜10ft＞が 2 件，＜
その他＞が 12 件である．間仕
切は＜4ft＞が 15 件，＜5ft＞
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表 4-2	 平面・断面モデュール	 





















































明らかにしてきた．分析の結果を整理したものが表 4-3 である．	 	 




































































4 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年）より抜粋する．	 
5 エルウッドの作品集や掲載雑誌，カリフォルニア州立工科大学ポモナ校(CSPU)にあるエルウ

















12 エルウッドの言説を本文中で使用する際は，「」の表記とする.	 	 
13 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年)より抜粋する．	 
14 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(	 pp.153-154,1966 年）のなかで，構築部の装飾について





15 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年）より抜粋する．	 
16 装飾について，4 つの要素からなることは注 30)で述べた．エルウッドはこれらの要素には
リズミカルな構成が必要であると考えていた．	 
17 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
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 Form	 must	 express	 a	 rationality.	 Form	 must	 have	 conviction.	 As	 architects,	 one	 of	 our	 	 	 
	 main	 tasks	 is	 to	 find	 structural	 forms	 for	 new	 materials,	 because	 only	 through	 structure	 	 
	 can	 we	 create	 new	 architecture.3	 











	 True,	 great	 architecture	 is	 art,	 and	 the	 art	 in	 architecture	 is	 an	 immeasurable	 quality.	 	 	 
	 But	 great	 architecture	 is	 primarily	 technique,	 and	 therefore	 a	 building	 must	 clearly	 	 
	 	 reflect	 the	 order,	 the	 discipline,	 the	 measurable	 aspects	 of	 its	 being.	 	 5	 
	 確かに，偉大な建築とは芸術であり，建築における芸術性は図りしれない特質を持ち合わせて	 	 








	 Creativity	 cannot	 evolve	 without	 ego,	 true	 -	 but	 also	 creativity	 cannot	 evolve	 without	 	 




















































	 エルウッドの架構について，第 1 次資料（図 5-1）から建物の外形と主要な架構だけを抽出し




	 構造について，＜鉄骨造＞が 15 件，柱を鉄骨とし梁を木とする＜混構造＞が 10 件，柱と梁と
もに木とする＜木造＞が 3 件である．主に 1950 年代は＜混構造＞とし，60 年代は＜鉄骨造＞と
することが多い．架構の形状は，門型の架構を一列に並べる＜一方向ラーメン＞が 15 件で全ての
作品に片持ち梁があり，柱梁を格子状に組み立てる＜二方向ラーメン＞が 13 件でこのうち 3 件に
片持ち梁がある．いずれの架構の形状も主要部材の接合部は，資料等から判断する限り剛接合で
ある．また，＜二方向ラーメン＞では，床梁を地盤面から持ち上げた作品が 6 件あり，特に 60 年
代に多い．ついで，＜一方向ラーメン＞は架構に方向性があるため部材形状と関係していること
から柱梁の形状をみると，梁の形状は梁間方向に梁せいのある部材とする一般的な構成である．
































































がある＜混在＞が 4 件である．50 年代と 60 年代後半では大部分で＜一致＞する場合が多い．60
年代前半では主要部分では柱と外形が一致しているが,[E21]のように玄関の庇や[E22]のように
テラス部分(図 5-3)として外形と＜相違＞となる構成がある．	 




















図 5-3	 柱と外形例 
 
図 5-4	 柱梁と外形の類型 
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型】による構成が多く,60 年代になると【骨格形成型】【外部骨格形成型】による構成に移行して
































が表 5-2 である．以下ではこの表に基づき分析を行う．	 	 
(1)第1立面:立面の外形について,外形が左右対称形である矩形となる＜対-1＞が19件,左右対称

















＞が 5 件,＜2 分割＞が 9 件,









図 5-5	 立面の抽出例 図 5-6	 第 1・第 2 立面例 
図 5-7	 竣工写真とパース例 
表 5-2	 立面の構成 
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凸や庇によって立体を構成し,かつ 3 分割とする場合が多い．60 年代後半は左右対称となる矩形
とし,立体性のない平坦かつ分割のない単純な形態に移行していることがうかがえる．	 
(2)第 2 立面:	 立面の外形について,外形が左右対称形である矩形となる＜対-1＞が 25 件,左右対
称形であり凹凸形となる＜対-2＞が2	 件,左右非対称でありL形となる＜非対-1＞が1件である．
外形は対称形かつ矩形とする場合が多い．ついで,立体構成について,庇や屋根による＜庇形＞が




ると,＜分割なし＞が 12 件,＜2 分割＞が 7 件,＜3 分割＞が 8 件,＜4 分割＞が 1 件である．立面
の分割は＜分割なし＞とする構成が多い．経年的移行をみると,各年代ともに左右対称となる矩形








(1)第 1 立面:外壁と柱の関係について，外壁に対して柱が認識できない＜柱埋没＞が 10 件，柱を
認識できる＜柱表出＞が 18 件，外壁面と柱が分離する＜柱独立＞が 4 件である．外壁に対して柱
を認識できるように表出または独立させることが多い．	 
	 外壁と梁の関係について，外壁に対して梁が認識できない＜梁埋没＞が 13 件，梁を化粧材で覆





柱のみ認識できる【柱型】が 5 件，梁のみ認識できる【梁型】が 2 件，梁を化粧材で覆い梁の下
































表 5-3	 立面の架構形式 
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の架構に対する技術の高さがうかがえる．	 
(2)第 2 立面:外壁に対して柱が認識できない＜柱埋没＞が 3 件，柱を認識できる＜柱表出＞が 22
件，外壁面と柱が分離する＜柱独立＞が 5 件である．立面として開口部が多いため，柱を認識で
きるように柱を表出または独立させることが多い．	 
	 外壁と梁の関係について，梁を化粧材で覆うが認識できる＜梁化粧＞が 9 件，梁を露出させる
＜梁表出＞が 13 件，梁の小口が認識できる＜梁小口＞が 8 件ある．内部空間から外部に梁と屋根
を持ち出すことで，梁の小口のみを認識できる構成が多い.	 
	 これらにより，「外壁と柱の関係による形式」と「外壁と梁の関係による形式」の類型が 6 つ抽
出された.外壁に対して梁のみ認識できる【梁型】が 3 件，梁を化粧材で覆い梁の下端まで柱を表
出させる【柱外壁接触型】が 5 件，柱梁の両方を認識できる【柱梁交錯型】が 9 件，柱と梁の小
口のみを認識できる【梁断面型】が 8 件,	 柱梁の両方を認識できるが柱を外壁から独立させるこ



















表 5-4	 第 1・第 2 立面における架構形式の類型 























	 内壁と柱の関係について，柱が壁の中に納まっている＜柱埋没＞が 10 件,壁に対して柱を表出


















が 4 つ抽出された.柱を壁の中に埋没させ梁を表出する【梁型】が 5 件,柱も梁も埋没させる【壁
天井型】が 5 件,	 柱梁を表出させる【柱梁型】が 6 件,柱を表出させ梁が埋没する【柱型】が 12




















表 5-5	 内部の架構形式 





である．エルウッドの架構形式は，50 年代と 60 年代で大きく 2 つの傾向をとる．	 







































2 エルウッドの講演「nonsensualism」(1960 年)より抜粋する．	 	 
3 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年)より抜粋する．	 
4 「原則」については「人間活動の根本的な規則．基本的なきまり（広辞苑第五版，岩波書店）」
といった定義がなされているが，本研究では空間に与えられる一定の規則を原則と呼ぶ.	 	 	 
5 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年)より抜粋する．	 
6 「CRAIG	 ELLWOOD（	 Esther	 McCoy:	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 1997）」に収録されているエルウ
ッドの論文「on	 architecture」(pp.153-154,1966 年)より抜粋する．	 
7 エルウッドの作品集や掲載雑誌，カリフォルニア州立工科大学ポモナ校(CSPU)にあるエルウ
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 筆者が収集した約 30 年間にわたる A&A2	 を原資料に，エルウッドの CSHP 作品のパースを抽出す
ると，#16 が 5 枚，#17 が 8 枚，#18 が 4 枚（うち 3 枚は同一，以下では 2 枚として扱う）の計 17
枚であった（図 6-1）．それぞれのパースの自体の表現の特質とともに，①建築的表現，②生活環
境的表現，③周辺環境の表現の 3 点から分類し，その結果を表 6-1 に整理した．以下では，この
表に基づき，各パースの表現の傾向をみる．	 
	 #16 では外観は 3 枚と内観は 2 枚，消点は 4 枚が 1 消点を採用し，視点の高さも目線の高さの
ものが 4 枚となっている．対象はアプローチから，リビング，ベッドルーム，キッチンとテラス





















６−３．エルウッドの CSH 作品に関する概念構成とその内容	 
	 ここでは，エルウッドの#16，	 #17，	 #18 に関する，工業技術や生活環境，そして周辺環境へ
の意識，空間概念や空間構成に関する具体的な方針や手法にいたる諸論考から，主題となる言説
を抽出し，主題のキーワードをＫＪ法 3 に準じ，いくつかの項目として整理する．それらを意味
の階層構成という視点で検討し構造化を図った．その結果，表 6-2 に示す第１から第 3 水準の項
目が抽出された．以降の言説の分析では，第 1 水準の項目は【】，第 2 水準は《》，第 3 水準は〈〉
と表記する．	 



































X[YJOT JOTKO OWSPMNRM]LQP ; P 16 o|k O O O O O P N N N N N N N P N N P N .I@
JOTKP OWSPMNRM]LQQ ; O 16 }vg O P P O N P N P O O N N N P N P O N
JOTKQ OWSPMNRM]LQQ ; O 
F axm O P N O O P N N N N N N N P N N Q N .I@
JOTKR OWSPMNRM]LQQ ; O 16 ynr~{ O P P O N P N P N O N N N O N N P N
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表 6-1	 CSH#16,17,18 の要素別の表現の強調（3:特に強調，2:強調，1:表現あり，0:表現なし）	 
	 	 












































め，CSHP に関わるパース全体 155 点の中から，2 節で検討したパース表現の傾向から導いた，建
築家の独自性が表現されていると考えられるパース 21 点を抽出した．その結果，エルウッドの作

















































SW\TW X_ Z WV XW _ XZ X ] WX WY WZ XX W YX W^ XY YW Y \ XV W[ W] X\ W_ W\ X[ X] ^ X^ [ WW YV
SW\TX X_ Z WV XW _ XZ X ] WX WY WZ XX W YX W^ XY YW Y \ XV W[ W] X\ W_ W\ X[ X] ^ X^ [ WW YV
SW\TY X_ Z WV XW _ XZ X ] WX WY WZ XX W YX W^ XY YW Y \ XV W[ W] X\ W_ W\ X[ X] ^ X^ [ WW YV






























































































































































表 6-3	 CSH#16 への言説のパース表現への反映（数字は言説番号）	
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表 6-4	 パースと竣工写真の比較表	 































































身の空間像としていた点と 図 6-3	 パースの構図に関する分析図	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建築家の空間像への強い意思が関与している．これらの項目ごとの結果を表 6-5 に示す．	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1 Esther	 McCoy;	 Case	 Study	 Houses	 1945-1962,	 Hennessey	 &	 Ingalls,	 Los	 Angeles,	 1962.	 
Catharine	 Smith	 ed.	 ;	 Blueprint	 for	 Modern	 Living,	 MIT	 Press,	 Cambridge,	 1989.,	 岸
和郎・植田実監修，『ケース・スタディ・ハウス』，住まいの図書館出版局，1997，には上記
書に含まれる論考の邦訳をはじめ，McCoy や建築家・施主へのインタビューが収められてい
る．Barbara	 Goldstein;	 Arts	 and	 Architecture:	 The	 Entenza	 Years,	 MIT	 Press,	 Cambridge,	 
1990.	 
2 筆者の調べた限り，国内に A&A 全巻を収蔵しているところがなかったため，1997 年 7 月に





4 エルウッドの言説は A&A の以下の号・頁に収められたものである．以下，記載順に示す．
#16-21 は，Arts	 and	 Architecture,	 1956.03，p.23，#18-20 は同誌，1957.04，	 p.20，	 #18-13
は同誌，1957.04，p.18，#18-11 は同誌，1957.04，p.18，#18-19 は同誌，1957.04，p.19，	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は 50 年代と 60 年代に大きく 2 つに分類できることから，50 年代から 3 作品，60 年代から 3 作品
を，意匠的な特徴が明確な作品かつ筆者が現地調査を行った作品または詳細な検証を可能にする
資料があるものから，6 作品を選定する．なお，スミス邸は 50 年代後半の作品であるが，分類と





	 	 先の類型化をふまえ，対象作品の概要とその位置づけを行う．	 
２）敷地の概要とプログラム	 





























表 7-1	 本章での分析対象作品	 
番号	 作品名	 竣工年	 調査内容	 
E06	 ヘール邸（Hale	 House）	 1951	 外観のみ視察調査，外観の写真撮影	 
E07	 ケース・スタディ・ハウス#16（CSH#16）	 1953	 外観のみ視察調査，外観の写真撮影	 
E08	 ザック邸（Zak	 House）	 1952	 内外空間の調査・写真撮影	 
現居住者へのヒアリング	 
E18	 スミス邸（Smith	 House）	 1958	 外観のみ視察調査，外観の写真撮影	 
E22	 ローズ邸（Rosen	 House）	 1963	 内外空間の調査・写真撮影	 












































空間構成の特徴であり，特に 50 年代に多く採用された手法である．	 
（5）立面構成・断面構成の特性	 














経済性等を考慮し，建設当時に最も効率的とされた 8 フィートを採用している．	 	 
（7）架構形式	 
	 架構の形式は，桁行の東西方向である道路と山側に架構を流し，南北方向に一定の間隔で架構













丸鋼が採用され，階段部分では H 型鋼の裏側に T 型鋼を溶接させることで強度を確保している．





















図 7-1	 平面図・立面図・断面図 
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図 7-2	 立体図と類型 
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図 7-3	 外観・内観写真 
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図 7-4	 架構詳細図 
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図 7-5	 架構写真 
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７−２−２	 ケース・スタディ・ハウス＃１６（図 7-6,	 図 7−7,	 図 7-8,	 図 7-9,	 図 7-10,	 図 7-11）	 
（1）はじめに	 




	 I	 think	 there	 is	 one	 reason	 Entenza	 selected	 me	 to	 do	 three	 Case	 Study	 House,	 because	 	 	 	 
	 he	 favorite	 architect	 was	 Mies	 van	 der	 Rohe	 .Of	 my	 three	 Case	 Study	 House,	 I	 think	 perhaps	 	 	 
	 Case	 Study	 16	 is	 the	 best.	 1	 
	 エテンザはミース・ファン・デル・ローエを好んだ建築家だったため，私に 3 つのケース・ス	 	 
	 タディ・ハウスを実施することを選んだ理由の一つである．私はケース・スタディ・ハウス#16	 	 







	 As	 architects	 one	 of	 our	 main	 tasks	 is	 to	 find	 structural	 forms	 for	 new	 material,	 because	 	 	 
	 only	 through	 structure	 can	 we	 create	 new	 architecture.	 2	 
	 建築家の主要な仕事の一つは新しい素材に適した構造形式を見つけることである．建築家は構	 
























































	 また，モデュールは経済性等を考慮し，架構は 8 フィートモデュールを採用し，間仕切り等は
4 フィートモデュールを採用することで，建物は 28×56 フィートの長方形の形状となっている．	 	 
（7）架構形式	 








































































































































































































	 図 7-11	 架構写真 
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７−２−３	 ザック邸（図 7-12,	 図 7-13,	 図 7-14,	 図 7-15，図 7−16，図 7−17）	 
（1）はじめに	 

















































た 8 フィートを採用している．	 	 
（7）架構形式	 




































































































































































	 図 7-17	 架構写真 
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７−２−４	 50 年代における空間構成とその特性	 














建築家として，リチャード・ノイトラ（図 7-18，図 7-19）やラファエル・ソリアーノ（図 7-20，

















図 7-18	 ノイトラ	 「CSH#20」 図 7-19	 ノイトラ	 「CSH#20」 
図 7-20	 ソリアーノ「CSH#1950」 図 7-21	 ソリアーノ「CSH#1950」 
図 7-22	 コーニッグ	 「CSH#21」 図 7-23	 コーニッグ	 「CSH#22」 
図 7-25	 コーニッグ	 「CSH#22」 
 
図 7-24	 コーニッグ	 「CSH#22」 
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７−３	 １９６０年代における主要３作品の事例的検証	 





	 	 	 
	 Once	 I	 became	 aware	 of	 Mies’s	 work	 and	 studied	 his	 designs,	 my	 work	 became	 more	 like	 	 	 
	 Mies’s	 in	 the	 fact	 that	 I	 separated	 volumes	 as	 much	 as	 I	 could	 from	 the	 exterior	 walls,	 	 
	 and	 I	 treated	 these	 volumes	 as	 separate	 factors	 of	 design	 within	 the	 total	 volume,	 if	 	 
	 I’m	 saying	 it	 correctly.	 3	 
	 私はミースの作品を知り，彼のデザインを研究すると，外壁から内部のボリュームを分離する	 
	 	 ように，私の作品はミースのようになった．また，このことが正しいのなら，建築全体のボリ	 






７−３−１	 スミス邸（図 7-26,	 図 7−27,	 図 7-28,	 図 7-29,	 図 7-30，図 7-31，図 7-32）	 
（1）はじめに	 
	 エルウッドの 1950 年代後半の作品である．ミドルクラスの住宅が建ち並ぶ 50 年代に開発され
た地域に位置している．ザック邸から続く傾斜地の住宅であるが，従来までの鉄骨の柱と木造の
梁といった混構造とは違い，鉄骨造の住宅である．また，本作品は，50 年代から 60 年代への移
行する中間期の作品として位置づけられ，シンメトリーな構成と鉄骨によるフレームを表出して
いることからミース・ファン・デル・ローエの影響をうけた初期の作品であるといえよう．本作


























	 T 型をした建物形状を利用し，キッチンと浴室等の 3 つのボリュームを配置することで，リビ























	 架構の形式は，柱を 4 インチの H 型鋼とし，梁を 4×6 インチの I 型鋼とする鉄骨造とし，二方



































































































































































	 図 7-32	 架構写真 
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７−３−２	 ローズン邸（図 7-33,	 図 7−34,	 図 7-35,	 図 7-36,	 図 7-37,	 図 7-38,	 図 7-39）	 
（1）はじめに	 

















	 住宅のプログラムは，5 つの寝室を含んだ私室空間と居間等からなる公室空間による 4 人家族
の住宅である．このプログラムについて，エルウッドはミースのファンズワース邸やフィリップ・


































	 また，モデュールは 26’8”×	 26’8”が用いられ，これを 9 つ組合わせた架構により骨格を
形成している．また，内部の間仕切りは，それらを 8 等分したモデュールで統一されている．	 
（7）架構形式	 


























































































































































































図 7-39	 架構写真 
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 図 7-40	 [E23]Moore	 House	 外観写真	 	 	 	 	 	 	 	 図 7-41	 [E23]Moore	 House	 内観写真 
 
７−３−３	 クブリー邸（図 7-40，図 7-41,	 図 7−42,	 図 7-43,	 図 7-44,	 図 7-45,	 図 7-46）	 
	 エルウッドが計画した木造住宅 3 件のうちの一つである．1950 年代に１件，1960 年代に 2 件が




























































	 The	 mistake	 most	 architects	 make	 in	 using	 steel	 is	 to	 treat	 it	 as	 wood.	 Maybe	 we	 are	 	 
	 	 guilty	 of	 reversing	 this	 –	 eccentric	 loading	 of	 columns	 is	 much	 easier	 with	 steel.	 4	 
	 鉄骨を扱う多くの建築家が起こす誤りは木のように鉄骨を扱うことである．おそらく我々はこ	 	 














































































































































































	 図 7-46	 架構写真 
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７−３−４	 60 年代における空間構成とその特性	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 本論文では，第 1 章でロス・アンゼルスにおける近代建築の展開と独立住宅の関係，エルウッ
ド像の把握を行い，その問題点を整理することで，研究の枠組みを規定した．第 2 章ではエルウ
ッドの言説にみる建築思想の特質を示し，第3章から第5章までは，独立住宅28作品を対象とし，
第 3 章では開放性に着目して平面構成の類型とその経年的移行示し，第 4 章では内外における仕
上材や構造材に着目した空間構成材とモデュールについて類型とその経年的移行を示し，第 5 章
では架構形式の類型とその経年的移行を示した．第 6章では CSHP におけるエルウッドの言説，空
間像の表現としてのパース，実際の空間の 3 相のもと，エルウッドの空間像を明らかにした．第
















































 2) エルウッドの架構形式について，一方向ラーメンによる混構造を用いた 50 年代から，二方
向ラーメンによる主に鉄骨造とする 60 年代へ移行していることが明らかとなった．彼の架
構形式とその経年的移行を具体的に記すと以下のようになる．①構造種別は，50 年代前半で
は柱を主に 4 インチの H 型鋼，梁を木材とする混構造とし，50 年代後半から 60 年代では柱
を主に 6インチの H型鋼，梁を I型鋼とする鉄骨造である．②モデュールは，50 年代では柱































進められているため，彼ら以降の第 2 世代やエルウッドと同時代である第 3 世代，さらにそれ以
降の現代建築について，規格材と地域性をふまえた建築のあり方を研究することは，現代社会が
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図 0	 −	 1	 	 エルウッド「ツィンマーマン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 2	 	 エルウッド「ブロートン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 3	 	 エルウッド「ヘール邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 4	 	 エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 5	 	 エルウッド「ザック邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 6	 	 エルウッド「ジョンソン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 7	 	 エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#17」（3	 −	 p.236）	 
図 0	 −	 8	 	 エルウッド「カールソン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 9	 	 エルウッド「シャーマン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 10	 	 エルウッド「クデルナ邸」（筆者撮影）	 
図 0	 –	 11	 	 	 エルウッド「ハント邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 12	 	 	 エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#18」（3	 −	 p.247）	 
図 0	 −	 13	 	 	 エルウッド「コーズン邸（筆者撮影）	 
図 0	 −	 14	 	 	 エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
図 0	 –	 15	 	 	 エルウッド「ムーア邸」（筆者撮影）	 
図 0	 −	 16	 	 	 エルウッド「クブリー邸」（筆者撮影）	 
	 





図 1	 −	 1	 	 グリーン兄弟「ギャンブル邸」（8	 −	 p.88）	 
図 1	 −	 2	 	 ギル「ドッジ邸」（10	 −	 p.104）	 
図 1	 −	 3	 	 フランク・ロイド・ライト「バーンスダール邸」（筆者撮影）	 
図 1	 −	 4	 	 シンドラー「ロヴェル・ビーチ・ハウス」（筆者撮影）	 
図 1	 −	 5	 	 ノイトラ「ロヴェル邸」（筆者撮影）	 
図 1	 −	 6	 	 ソリアーノ「ロス邸」（11	 −	 p.169）	 
図 1	 –	 7	 	 エイン「ダンスムーア・アパートメント」（10	 −	 p.436）	 
図 1	 –	 8	 	 ハリス「フェローシップ公園の住宅」（10	 −	 p.490）	 
図 1	 −	 9	 	 イームズ「イームズ邸(CSH#8)」（筆者撮影）	 
図 1	 −	 10	 	 ソリアーノ「CSH#1950」（3	 −	 p.205）	 
図 1	 −	 11	 	 エルウッド「CSH#16」（3	 −	 p.221）	 
図 1	 −	 12	 	 ムーア「シー・ランチ・コンドミニアム」（9	 −	 p.123）	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図 1	 −	 13	 	 コルビュジェ「エスプリ・ヌーヴォー館」（8	 −	 p.167）	 
図 1	 −	 14	 	 ミース「ヴァイセンホーフ・ジードルンク」(8	 −	 p.185）	 
図 1	 −	 15	 	 シンドラー「シンドラー自邸」（筆者撮影）	 





図 2	 –	 1	 	 エルウッドの作品事例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#17」（6	 −	 p.104）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#18」（6	 −	 p.124）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アートセンターカレッジ」（筆者撮影）	 
図 2	 –	 2	 	 『rhythm』	 と『order』	 の関係	 
	 
表 2	 –	 1	 	 分析対象資料	 
表 2	 –	 2	 	 言説・主題・項目の抽出例	 





図 3	 −	 1	 	 分析例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（１	 −	 p.56）	 
図 3	 –	 2	 	 断面構成の類型	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（2	 −	 p.35）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ムーア邸」（2	 −	 p.109）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（1	 −	 p.99）	 
図 3	 –	 3	 	 境界形成の類型	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.111）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「パレブスキー邸」（1	 −	 p.26）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.60,61）	 
図 3	 –	 4	 	 玄関と公室空間の類型	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ムーア邸」（1	 −	 p.108）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ハント邸」（2	 −	 p.40）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（1	 −	 p.34）	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図 3	 −	 5	 	 公室空間と私室空間の類型	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「シャーマン邸」（1	 −	 p.80,81）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「シャーマン邸」（1	 −	 p.83）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（1	 −	 p.51）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（1	 −	 p.56）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.117）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.118）	 
図 3	 −	 6	 	 公室空間の類型例	 
	 
表 3	 –	 1	 	 敷地形状と断面構成	 
表 3	 –	 2	 	 建物配置と境界の形成	 
表 3	 –	 3	 	 建物配置と眺望の関係	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クデルナー邸」（1	 −	 p.89）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.112,113）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（2	 −	 p.35）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「パレブスキー邸」（1	 −	 p.121）	 
表 3	 –	 4	 	 玄関と公室・私室の関係	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.116）	 
表 3	 –	 5	 	 玄関と公室空間の関係	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.65）	 
表 3	 –	 6	 	 玄関と公室空間の眺望の関係	 
表 3	 –	 7	 	 公室空間と私室空間の関係	 
表 3	 –	 8	 	 公室空間と私室空間の構成	 
表 3	 –	 9	 	 公室空間と私室空間における眺望の構成	 
表 3	 −10	 	 居間と壁の関係	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.65）	 
表 3	 −11	 	 居間とダイニングの関係	 
表 3	 −12	 	 居間とキッチンの関係	 
表 3	 −13	 	 公室空間の類型	 
表 3	 −14	 	 内外部空間と開口部の関係	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ヘール邸」（1	 −	 p.45）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.62）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンデルセン邸」（1	 −	 p.67）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（2	 −	 p.35）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（1	 −	 p.100）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.115）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「パレブスカイ邸」（1	 −	 p.124）	 






図 4	 –	 1	 	 分析例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（3	 −	 p.221）	 
図 4	 –	 2	 	 構造	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ヘール邸」（1	 −	 p.45）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ヘール邸」（2	 −	 p.18）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンゼルセン邸」（2	 −	 p.65）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ダフニ邸」（（1	 −	 p.111）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ダフニ邸」（4	 −	 p.123）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（筆者撮影）	 
図 4	 −	 3	 	 外部仕上材	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.60,61）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（5	 −	 p.91）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スタインマン邸」（1	 −	 p.73）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カワハラ邸」（（1	 −	 p.128）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ハリス邸」（6	 −	 p.265）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（2	 −	 p.34）	 
図 4	 −	 4	 	 天井の仕上材	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カールソン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（4	 −	 p.48）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（1	 −	 p.124）	 
図 4	 −	 5	 	 内壁の仕上材	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「シャーマン邸」（１−p.82）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ムーア邸」（1	 −	 p.108）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（2	 −	 p.25）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ハント邸」（6	 −	 p.131）	 
図 4	 −	 6	 	 モデュールの分析例	 
図 4	 −	 7	 	 モデュールの分析図	 
図 4	 −	 8	 	 断面計画のモデュール	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンゼルセン邸」（１	 −	 p.71）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（2	 −	 p.82）	 
	 
表 4	 −	 1	 	 エルウッドの住宅建築における空間構成材	 
表 4	 −	 2	 	 平面・断面モデュール	 
表 4	 −	 3	 	 空間構成材とモデュールの移行	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（1	 −	 p.53）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「コーズン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「パレブスキー邸」（1	 −	 p.124）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ブロートン邸」（1	 −	 p.38）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スタインマン邸」（1	 −	 p.77）	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 ・エルウッド「ダフニ邸」（2	 −	 p.68）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「パレブスキー邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ジョンソン邸」（アーカイブ）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（1	 −	 p.57）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（2	 −	 p.83）	 





図 5	 −	 1	 	 分析例	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.59）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（3	 −	 p.228）	 
図 5	 −	 2	 	 軸組図と分析例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（5	 −	 p.84）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（4	 −	 p.48）	 
図 5	 −	 3	 	 柱と外形例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ダフニ邸」（2	 −	 p.67）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
図 5	 −	 4	 	 柱梁と外形の類型	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カワハラ邸」（1	 −	 p.128）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（1	 −	 p.75）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンデルセン邸」（1	 −	 p.69）	 
図 5	 −	 5	 	 立面の抽出例	 
図 5	 −	 6	 	 第 1・第 2 立面例	 
図 5	 −	 7	 	 竣工写真とパース例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（2	 −	 p.23）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#16」（1	 −	 p.62）	 
図 5	 −	 8	 	 外部における架構形式の類型例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・柱型：エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#17」（5	 −	 p.103）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・柱断面型：エルウッド「カールソン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・柱梁交錯型：エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・柱強調型：エルウッド「クブリー邸」（筆者撮影）	 
図 5	 −	 9	 	 内部における架構形式の類型例	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンデルセン邸」（1	 −	 p.71）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スミス邸」（5	 −	 p.105）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カワハラ邸」（1	 −	 p.132）	 
	 
表 5	 −	 1	 	 架構の構成	 
表 5	 −	 2	 	 立面の構成	 
表 5	 −	 3	 	 立面の架構形式	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 ・エルウッド「ハント邸」（2	 −	 p.37）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ケース・スタディ・ハウス#17」（5	 −	 p.107）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ブロートン邸」（1	 −	 p.35）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（1	 −	 p.99）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ダフニ邸」（2	 −	 p.65）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（1	 −	 p.51）	 
表 5	 −	 4	 	 第 1・第 2 立面における架構形式の類型	 
表 5	 −	 5	 	 内部の架構形式	 
表 5	 −	 6	 	 エルウッドの架構形式の移行	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（4	 −	 p.68）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スタインマン邸」（6	 −	 p.109）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ムーア邸」（1	 −	 p.106）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ザック邸」（4	 −	 p.68）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「コーズン邸」（1	 −	 p.94）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「クブリー邸」（1	 −	 p.115）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ハリス邸」（6	 −	 p.265）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「アンデルセン邸」（1	 −	 p.67）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「シャーマン邸」（1	 −	 p.80）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ダフニ邸」（4	 −	 p.121）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カワハラ邸」（1	 −	 p.129）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「カールソン邸」（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「スタインマン邸」（6	 −	 p.110）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「ローズン邸」（4	 −	 p.167）	 





図 6	 −	 1	 	 A&A 誌掲載の CSH＃16、17、18 の全パース	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-1（7	 –	 1952.04	 p.32）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-2（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-3（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-4（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-5（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-1（7	 –	 1954.08	 p.14）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-2（7	 –	 1954.08	 p.14）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-3（7	 –	 1954.08	 p.15）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-4（7	 –	 1954.09	 p.26）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-5（7	 –	 1954.09	 p.26）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-6（7	 –	 1954.09	 p.27）	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 ・#17-7（7	 –	 1955.05	 p.26-27）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#17-8（7	 –	 1955.05	 p.27）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#18-1（7	 –	 1956.02	 p.20-21）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#18-2（7	 –	 1956.02	 p.20-21）	 
図 6	 −	 2	 	 パースと竣工写真の比較分析図	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-1	 左	 （7	 –	 1953.06	 p.22）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-1	 右上（7	 –	 1952.06	 p.22）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-1	 右下（7	 –	 1952.06	 p.32）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-2	 左	 （7	 –	 1956.06	 p.25）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-2	 右上（7	 –	 1953.06	 p.25）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-3	 左	 （7	 –	 1952.06	 p.20-21）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-3	 右上（7	 –	 1952.06	 p.32）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-4	 左	 （7	 –	 1956.06	 p.27）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-4	 右上（7	 –	 1952.06	 p.27）	 
図 6	 −	 3	 	 パースの構図に関する分析図	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-1（7	 –	 1952.04	 p.32）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-2（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-3（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・#16-4（7	 –	 1952.04	 p.33）	 
	 
表 6	 −	 1	 	 A&ACSH＃16、17、18 の要素別の表現の強調（3:特に強調，2:強調，1:表現あり，0:表現なし）	 
表 6	 −	 2	 	 CSH＃16、17、18 への項目別言説数	 
表 6	 −	 3	 	 CSH＃16 への言説のバース表現への反映（数字は言説番号）	 
表 6	 −	 4	 	 パースと竣工写真の比較表	 





図 7	 −	 1	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 −	 2	 	 立体図と類型	 
図 7	 −	 3	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（筆者撮影），②外観写真（筆者撮影），③外観写真（筆者撮影），④外観写真（4	 −	 p.45），	 
	 	 	 	 	 	 ⑤外部空間（2	 −	 p.18），⑥内観写真（公室空間）（4	 −	 p.46），⑦内観写真（私室空間）（2	 −	 p.19），	 	 	 
	 	 	 	 	 	 ⑧内観写真（キッチン）（2	 −	 p.20），⑨内観写真（公室空間）（2	 −	 p.19）	 
図 7	 −	 4	 	 架構詳細図	 
図 7	 −	 5	 	 架構写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（1	 −	 p.49），②外観写真（筆者撮影），③外観写真（筆者撮影），④外観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑤外観写真（4	 −	 p.45），⑥柱脚部（筆者撮影），⑦柱と梁の接合部（筆者撮影），⑧外部空間（2	 −	 p.18），	 
	 	 	 	 	 	 ⑨公室空間（4	 −	 p.46），⑩外観写真（筆者撮影），⑪柱と梁・壁の接合部（筆者撮影）	 
図 7	 –	 6	 	 CSH#17,#18 の柱の形状	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 ・エルウッド「CSH#17」外観写真（3	 −	 p.232），柱と壁の接合部（5	 −	 p.103）	 
	 	 	 	 	 	 ・エルウッド「CSH#18」外観写真（3	 −	 p.247），柱と壁の接合部（6	 −	 p.123）	 
図 7	 −	 7	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 −	 8	 	 立体図と類型	 
図 7	 −	 9	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（3	 −	 p.228），②外観写真（道路側）（筆者撮影），③内観写真（公室空間）（3	 −	 p.223），	 
	 	 	 	 	 	 ④内観写真（公室空間）（3	 −	 p.222），⑤内観写真（公室空間）（3	 −	 p.222），⑥外部空間（4	 −	 p.48），	 
	 	 	 	 	 	 ⑦内観写真（私室空間）（3	 −	 p.218），⑧外観写真（玄関）（1	 −	 p.61）	 
図 7	 −	 10	 	 架構詳細図	 
図 7	 −	 11	 	 架構写真	 
	 	 	 	 	 	 ①工事写真（3	 −	 p.219），②工事写真（3	 −	 p.219），③外観写真（3	 −	 p.224），	 
	 	 	 	 	 	 ④駐車場（筆者撮影），⑤駐車場（筆者撮影），⑥柱と梁・壁の接合部（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑦ガラススクリーン（筆者撮影），⑧ガラススクリーン（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑨ガラススクリーン（筆者撮影）	 
図 7	 –	 12	 	 エルウッド「ザック邸」	 
	 	 	 	 	 	 ・竣工時の外観写真：道路側（6	 −	 p.64），外部空間側（6	 −	 p.65）	 
	 	 	 	 	 	 ・改修後の外観写真：道路側（筆者撮影），外部空間側（筆者撮影）	 
図 7	 –	 13	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 –	 14	 	 立体図と類型	 
図 7	 –	 15	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（竣工時）（1	 −	 p.54），②外観写真（竣工時）（3	 −	 p.54），	 
	 	 	 	 	 	 ③外観写真（改修後）（筆者撮影），④外観写真（改修後）（筆者撮影），⑤外観写真（玄関）（1	 −	 p.53），	 	 
	 	 	 	 	 	 ⑥内観写真（筆者撮影），⑦内観写真（筆者撮影），⑧内観写真（筆者撮影）	 
図 7	 −	 16	 	 架構詳細図	 
図 7	 –	 17	 	 架構写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（1	 −	 p.51），②梁と壁の接合部（筆者撮影），③梁と柱の接合部（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ④内観写真（公室空間）（筆者撮影），⑤梁と柱の接合部（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑥内観写真（公室空間）（1	 −	 p.57），⑦梁と柱の接合部（開口部）（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑧外観写真（筆者撮影），⑨梁と柱の接合部（筆者撮影），⑩梁と柱の接合部（筆者撮影）	 
図 7	 –	 18	 	 ノイトラ「CSH#20」（3	 −	 p.187）	 
図 7	 –	 19	 	 ノイトラ「CSH#20」（3	 −	 p.189）	 
図 7	 –	 20	 	 ソリアーノ「CSH#1950」（3	 −	 p.204）	 
図 7	 –	 21	 	 ソリアーノ「CSH#1950」（3	 −	 p.204）	 
図 7	 –	 22	 	 コーニッグ「CSH#21」（筆者撮影）	 
図 7	 –	 23	 	 コーニッグ「CSH#21」（筆者撮影）	 
図 7	 –	 24	 	 コーニッグ「CSH#22」（筆者撮影）	 
図 7	 –	 25	 	 コーニッグ「CSH#22」（筆者撮影）	 
図 7	 –	 26	 	 エルウッド「ハント邸」（6	 −	 p.131）	 	 
図 7	 –	 27	 	 エルウッド「クデルナ邸」（筆者撮影）	 	 	 
図 7	 –	 28	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 –	 29	 	 立体図と類型	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図 7	 –	 30	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 ①外観写真（筆者撮影），②外観写真（筆者撮影），③外観写真（6	 −	 p.129），	 
	 	 	 	 	 	 ④外観写真（6	 −	 p.129），⑤外観写真（6	 −	 p.129），⑥内観写真（4	 −	 p.82），⑦外観写真（4	 −	 p.84）	 	 
図 7	 −	 31	 	 架構詳細図	 
図 7	 –	 32	 	 架構写真	 
①	 外観写真（6	 −	 p.129），②外観写真（4	 −	 p.85），③外観写真（テラス）（6	 −	 p.129），	 
④梁と柱の接合部（6	 −	 p.129），⑤梁と柱，壁と柱の接合部（筆者撮影），⑥駐車場（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑦駐車場（筆者撮影），⑧梁と柱の接合部（筆者撮影）	 
図 7	 –	 33	 	 エルウッド「ダフニ邸」，外観写真（玄関）（12	 −	 p.26），柱と梁の接合部（12	 −	 p.26）	 	 
図 7	 –	 34	 	 エルウッド「ローズン邸」工事写真（1	 −	 p.102）	 
図 7	 –	 35	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 –	 36	 	 立体図と類型	 
図 7	 –	 37	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①外観写真（玄関）（筆者撮影），②外観写真（プール側）（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ③外観写真（眺望側）（筆者撮影），④内観写真（玄関）（筆者撮影），⑤内観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑥内観写真（筆者撮影），⑦内観写真（筆者撮影），⑧内観写真（筆者撮影）	 
図 7	 −	 38	 	 架構詳細図	 
図 7	 –	 39	 	 架構写真	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①外観写真（筆者撮影），②外観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ③外観写真（中庭）（筆者撮影），④テラス（筆者撮影），⑤柱脚部（端部）（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑥柱と梁の接合部（端部）（筆者撮影），⑦柱脚部（中央），⑧柱と梁の接合部（中央）（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 ⑨柱と床の接合部（筆者撮影），⑩柱と天井の接合部（筆者撮影），⑪柱脚部（中央）（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 ⑫柱と梁の接合部（中央）（筆者撮影）	 
図 7	 –	 40	 	 エルウッド「ムーア邸」外観写真（1	 −	 p.106）	 	 
図 7	 –	 41	 	 エルウッド「ムーア邸」内観写真（1	 −	 p.108）	 	 
図 7	 –	 42	 	 平面図・立面図・断面図，航空写真(google	 map)	 
図 7	 –	 43	 	 立体図と類型	 
図 7	 –	 44	 	 外観・内観写真	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①外観写真（筆者撮影），②外観写真（筆者撮影），③外観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ④内観写真（筆者撮影），⑤内観写真（筆者撮影），⑥内観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑦内観写真（筆者撮影），⑧内観写真（筆者撮影），⑨内観写真（筆者撮影）	 
図 7	 −	 45	 	 架構詳細図	 
図 7	 –	 46	 	 架構写真	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①外観写真（1	 −	 p.115），②外観写真（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ③外観写真（筆者撮影），④柱と梁の接合部（筆者撮影），⑤柱と梁の接合部（筆者撮影），	 
	 	 	 	 	 	 ⑥柱脚部（筆者撮影），⑦柱と基礎（筆者撮影），⑧柱とサッシュ（筆者撮影）	 
	 	 	 	 	 	 ⑨柱とサッシュ（筆者撮影）	 
図 7	 –	 47	 	 ミース「ファンズワース邸」	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①外観写真（14	 −	 p.6），②外観写真（13	 −	 p.21），③外観写真（13	 −	 p.29），	 
	 	 	 	 	 	 ④外観写真（14	 −	 p.41），⑤柱と梁の接合部（13	 −	 p.76），⑥内観写真（13	 −	 p.69），	 
	 	 	 	 	 	 	 	 ⑦内観写真（13	 −	 p.50）	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